
 
 

     
令和２年２月５日（水） 

国土交通省  関東地方整備局 港湾空港部 

 

記 者 発 表 資 料 

概 要：海の再生全国会議は、四大湾（東京湾、伊勢湾、大阪湾、広島湾）の海の再生プロ

ジェクトの成果や課題、教訓などを基に、全国の閉鎖性水域の再生プロジェクトに展

開させることを目的として、関係機関が相互の連携を強化し、海の再生プロジェクト

の普及啓発、意見交換等、情報の共有化を図るものとして開催され今回で１４回目の

開催となります。 

    今回の会議では、放送大学学長の來生氏による基調講演、東京湾再生における話題

提供や、東京湾、伊勢湾、大阪湾、広島湾の四大湾における取組紹介を行います。 

日 時：20２０年 2 月１２日（水） 13：30～1７：０0 

会 場：東京都港区 東京海洋大学 楽水会館  

主 催：国土交通省関東地方整備局 

後 援：東京湾再生推進会議、伊勢湾再生推進会議 大阪湾再生推進会議、広島湾再生推進 

会議 

議事内容：○基調講演 「東京湾再生の近未来―2020 年～30 年の夢―」 

  放送大学 学長 來生 新氏 

○話題提供 谷津干潟自然観察センター、関東地方整備局千葉港湾事務所、横浜 

      市温暖化対策統括本部 

○東京湾、伊勢湾、大阪湾、広島湾における取組紹介 

申込締切：令和 2 年２月１０日（月）まで ※別紙参加申し込みによる 

参加費：無料（事前の申し込みが必要です） 定員２００名 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ  神奈川建設記者会  横浜海事記者クラブ 

＜問い合わせ先＞ 

●関東地方整備局 港湾空港部  入澤一明、今隆之、佐藤慶祐  

（TEL：045－211－7404 内線：5944、5894、5838） 

 

『第1４回 海の再生全国会議』を東京都で開催します 

東京湾の未来にむけて 

～力をあわせて取り組む東京湾再生～ 



第14回 海の再生全国会議

東京湾の未来にむけて
～力をあわせて取り組む東京湾再生～

日時： 令和２年２月１２日（水）
１３：３０～１７：００ （開場１３：００）

場所： 東京海洋大学 楽水会館
定員： ２００名

13:30 【開会】

【主催者挨拶】

13:40 【基調講演】

「東京湾再生の近未来―2020年～30年の夢―」

放送大学 学長／東京湾再生官民連携フォーラム 議長 來生 新 氏

14:15 【話題提供】

「東京湾再生における社会教育施設の役割と連携について」

谷津干潟自然観察センター 副所長 芝原 達也 氏

「陸上建設発生土を活用した窪地改善の取り組み」

関東地方整備局 千葉港湾事務所 所長 西谷 和人 氏

「横浜ブルーカーボン事業」

横浜市 温暖化対策統括本部 プロジェクト推進課長 岡崎 修司 氏

15:15 【休憩】

15:30 【報告】

「伊勢湾再生の取り組みについて」

中部地方整備局 企画部 建設専門官 丹羽 隆志 氏

「大阪湾再生の取り組みについて」

近畿地方整備局 企画部 技術企画官 宇戸 寿一 氏

「広島湾再生の取り組みについて」

中国地方整備局 企画部 技術企画官 阿式 邦弘 氏

「東京湾再生の取り組みについて」

関東地方整備局 港湾空港部 事業継続計画官付 佐藤 慶祐 氏

16:50 【閉会】

参加費

無料

プログラム

主催： 国土交通省関東地方整備局
後援：東京湾再生推進会議、大阪湾再生推進会議、伊勢湾再生推進会議、広島湾再生推進会議
協力： 東京湾再生官民連携フォーラム、 東京湾の環境をよくするために行動する会

第１４回海の再生全国会議は
土木学会認定ＣＰＤプログラムです。



基調講演
「東京湾再生の近未来―2020年～30年の夢―」

放送大学 学長／東京湾再生官民連携フォーラム 議長
來生 新氏

プロフィール
1966年 ～ 1970年 北海道大学法学部
1970年 ～ 1972年 北海道大学大学院法学研究科修士課程
1972年 ～ 1975年 北海道大学法学研究科博士課程
1975年 ～ 2009年 横浜国立大学 教授、理事・副学長
2009年 ～ 2011年 放送大学 教授
2011年 ～ 2017年 放送大学 副学長
2017年 ～ 放送大学 学長

問合せ先 第14回海の再生全国会議 事務局
（一般財団法人みなと総合研究財団内） 担当：高尾・安田

FAX：03-5408-8741 TEL：03-5408-8298 e-mail：umi-saisei@wave.or.jp

以下のいずれかの方法にてお申込みください。
①下記URLまたはQRコードより参加フォームにアクセスし、
必要事項を入力してお申込みください。

②下の参加申込者記入欄に必要事項をご記入の上、
FAXにてお申込み下さい。
なお、FAXでお申込みの方は当日本紙をご持参ください。

FAX：03-5408-8741 宛先：高尾・安田

参
加
申
込
者
記
入
欄

ふりがな

代表者氏名 所属

TEL FAX

住所 〒

E-mail

同伴者氏名

※ご記入いただきました個人情報は、本イベント参加に関する目的のみに使用しそれ以外には使用いたしません。

参加申込〆切
２月１０日(月)

※東京海洋大学HPより

申し込み方法

【交通手段】
・ JR線、京浜急行線 品川駅港南口(海側)から徒歩約10分
・ 東京モノレール天王洲アイル駅からふれあい橋を渡り正門
まで約15分

・ りんかい線天王洲アイル駅からふれあい橋を渡り正門まで
約20分

URL：http://www.wave.or.jp/lecture/form.php?fn=200212
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